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記録性 15. 一度発信した情報は，絶対に取り戻せないので，必ずどこかに記録が残ってしまう16. 名前を書いていなくても匿名ではなく，誰が発信したかという記録が残っている
公共性 17. 費用は発信者だけではなく，受信者も支払わなければならない18. インターネットは公共の資源なので，無駄遣いをしてはいけない









1対1　多 対 多 25. 警戒心がなく、情報発信をする26. 議論がエスカレートしやすい
依存性
27. 夢中になって、やめられなくなる
28. 人とのつきあいで、やめられなくなる
29. やめたくてもやめられなくなる
電磁波
30. 微量な電磁波を発している
31. 持つ場所に気をつける必要がある（心臓　頭）
32. 公共の場所でも、使ってよい場所、悪い場所がある
【エ】変化する技術特性【変化する特性】
変化する技術特性 具体的な内容
機器性能・形態の変化
33. サイズが小型化しどこにでも持ち運べるようになった
34. さまざまな機能が追加され、いろいろなことができるようになった．
35. 通信できるデータ容量が増大し、通信速度が非常に早くなった
36. 通信できる場所が増え、どこでもネットに繋がるようになった
サービスの変化
37. 定額制によって、費用負担感が軽減した
38. 長時間利用を促進するエンタテイメント性が向上した
39. 利用者増加を意図して、サービス側からのさまざまなアプローチがある
40. 無料と称して、利用者を勧誘する
別表1　情報モラル判断に必要となる知識【不易な項目】【変化する項目】
